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No 審査項目 配点

1 実施方針
・
・
・

業務の効率化と授業の質向上を両立しているか。
生成AIのリテラシーの内容も網羅しているか。
市の担当者や学校と連絡を密に取れる体制となっているか。

15

2
 研修内容の具体性・

実践性

・
・
・

NotebookLM・Gemini・CanvaAIの具体活用例を示しているか。
実践演習の質は確保されているか。
教員の経験の差への配慮がなされているか。

15

3 実施体制・運営力
・
・
・

担当者の配置及び運営の補助体制はあるか。
オンラインの安定性及び操作支援の体制はあるか
トラブル対応力はあるか

10

4 成果物・継続活用性
・
・
・

スライド・マニュアル等の資料が分かりやすいか
専用HP・動画管理体制が確立されているか。
改善サイクルが確立されているか

15

5 教育的専門性
・
・
・

教育分野での生成AIの活用実績は一定程度あるか。
教員の業務への理解があるか。
全４０回の講師は適切であるか。

10

6
情報セキュリティへの

配慮

・
・
・

個人情報保護法に則った動画等の管理を示しているか。
クラウド管理体制や動画保存体制が確立されているか。
削除方針を示しているか。

10

7 スケジュール管理
・
・
学校が無理なく実施できるスケジュールとなっているか
年間40回実施の現実性があるか

10

8
費用

追加提案
・
・
本事業にかかる費用対効果は適切か
追加提案に付加価値はあるか。

15

提案競技審査項目及び配点

評価の観点

令和８年度　全教員を対象とした生成AI活用研修事業　業務委託


	審査項目及び配点

